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▼
今
期
3
年
ぶ
り
に
、

広
報
部
長
の
仕
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
よ

り
良
い
情
報
の
発
信
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

▼
今
年
は
全
国
大
会
が
新
潟
県
で

開
か
れ
ま
す
。
全
国
大
会
の
日
を

盛
り
上
げ
る
と
言
う
よ
り
も
、
こ

の
機
会
を
活
用
し
て
全
美
容
業
界

を
盛
り
上
げ
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▼
今
期
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
新
し
い

広
報
の
形
を
組
合
員
へ
の
情
報
発

信
だ
け
で
な
く
、
業
界
の
発
展
の

た
め
、
世
の
中
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
は
凄

く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
要
り
ま
す
。
で

も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
時

代
も
国
も
動
か
せ
ま
す
。
組
合
は

そ
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
何
が
い
い
の
か
ハ
ッ
キ
リ
し
た

も
の
が
わ
か
ら
な
い
時
代
で
す
。

広
報
は
い
ろ
ん
な
情
報
を
発
信

し
、
み
ん
な
で
考
え
、
よ
り
良
い

環
境
を
つ
く
る
お
手
伝
い
を
や
っ

て
い
き
た
い
と
も
思
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�

広
報
部
長
（
長
岡
支
部
長
）

�

櫻
井
誠
司

今
月
の
美
容
に
い
が
た
は
…

◇通常総会・通常総代会開催�������1

◇功寿賞表彰式�������������2

◇総合福祉共済制度加入者増強運動実施中�� 3

◇管理美容師資格認定講習会� �����3

◇作文コンテスト募集要綱��������4

★サロンの皆様でご回覧ください★

開
催
通
知
日

　
　

平
成
30
年
4
月
19
日
㈭

開
催
日
時

　
　

平
成
30
年
5
月
14
日
㈪

　
　

午
前
11
時
30
分

開
催
場
所

　
　

�

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

�

ホ
テ
ル
新
潟

総
代
数　

97
名

出
席
者
数　

　
　

97
名
（
内
委
任
状
出
席
8
名
）

本
議
事
録
作
成
理
事

�

長
尾　

紀
次

議
事
経
過
の
要
綱
及
び
そ
の
経
過

　

定
刻
に
至
り
、
長
尾
紀
次
総
務
部

長
が
挨
拶
を
述
べ
、
次
い
で
長
尾
総

務
部
長
よ
り
司
会
の
選
任
に
つ
い
て

議
場
に
諮
り
、
櫻
井
誠
司
理
事
を
選

任
、
司
会
よ
り
資
格
審
査
委
員
長
及

び
議
事
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

提
案
が
な
さ
れ
た
。

・
資
格
審
査
委
員
長

　
　

春
日　

典
雄
（
直
江
津
支
部
）

・
議
事
運
営
委
員
長
　

　
　

室
橋　

鉄
也
（
糸
魚
川
支
部
）

　
副
委
員
長
　

　
　

丸
山　

邦
夫
（
小
千
谷
支
部
）

　
他
委
員
5
名

　
　

小
田　

静
香
（
村
上
支
部
）

　
　

江
畑　

英
治

�

（
新
発
田
北
蒲
支
部
）

　
　

青
木　

愛
子
（
長
岡
支
部
）

　
　

広
瀬　
　

清（
高
田
新
井
支
部
）

　
　

青
木　

春
代
（
新
潟
東
支
部
）

　

以
上
の
執
行
部
提
案
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全

員
の
同
意
に
よ
り
承
認
可
決
し
た
。

更
に
竹
内
理
事
長
よ
り
挨
拶
の
後
、

来
賓
祝
辞
・
祝
電
披
露
は
総
代
会
後

の
懇
親
会
に
お
い
て
執
り
行
う
旨
、

司
会
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
春
日
資
格
審
査
委
員
長
よ

り
本
総
代
会
が
適
正
に
成
立
し
た
旨

を
述
べ
、
議
長
の
指
名
が
理
事
長
よ

り
な
さ
れ
た
。

・
議
　
長

　
　

加
藤
美
代
子
（
村
上
支
部
）

　
　

関
川　

康
成
（
西
蒲
原
支
部
）

　
　

保
倉
由
美
子（
高
田
新
井
支
部
）

　

加
藤
議
長
が
議
長
団
を
代
表
し
て

挨
拶
を
し
た
後
、
書
記
の
任
命
を

行
っ
た
。

・
書
　
記

　
　

野
澤　

り
え
（
南
魚
沼
支
部
）

　
　

宮
島
ヤ
ス
子
（
新
潟
西
支
部
）

　

全
員
の
同
意
に
よ
り
承
認
さ
れ
た

の
で
、
議
長
及
び
書
記
は
そ
れ
ぞ
れ

着
席
し
た
。

　

続
い
て
室
橋
議
事
運
営
委
員
長
よ

り
本
日
の
議
事
日
程
を
提
案
し
た
。

（
議
長　

加
藤
美
代
子
）

第�

1
号
議
案
　
平
成
29
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
に
関
す

る
件

　

竹
内
理
事
長
よ
り
事
業
総
括
に
つ

い
て
説
明
の
後
、
事
業
報
告
に
つ
い

て
各
担
当
部
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説

明
、
引
き
続
き
三
國
経
理
部
長
よ
り

平
成
29
年
度
一
般
会
計
並
び
に
共
済

会
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
説
明
の

後
、
監
事
団
を
代
表
し
て
遠
藤
正
俊

監
事
よ
り
監
査
報
告
「
適
正
で
あ
っ

た
」
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

議
長
よ
り
予
め
書
面
に
て
寄
せ
ら

れ
た
質
問
は
無
か
っ
た
と
の
報
告
が

な
さ
れ
、
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

（
議
長　

関
川　

康
成
）　　

第�

2
号
議
案
　
平
成
30
年
度
賦
課
金

額
及
び
徴
収
方
法
の
承
認
に
関
す

る
件

第�

3
号
議
案
　
平
成
30
年
度
加
入
手

数
料
額
に
関
す
る
件

第�
4
号
議
案
　
平
成
30
年
度
事
業
計

画
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認

に
関
す
る
件
を
一
括
提
案
説
明

　

三
國
経
理
部
長
よ
り
平
成
30
年
度

賦
課
金
額
及
び
徴
収
方
法
に
つ
い
て

説
明
、
続
い
て
丸
山
組
織
部
長
よ
り

平
成
30
年
度
加
入
手
数
料
額
に
つ
い

て
説
明
、
引
き
続
き
第
4
号
事
業
計

画
に
つ
い
て
は
竹
内
理
事
長
よ
り
事

業
概
要
説
明
の
後
、
各
担
当
部
長
よ

り
説
明
、
収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
三
國
経
理
部
長
よ
り
説
明
。

　

議
長
よ
り
、
第
2
号
、
第
3
号
、

第
4
号
議
案
に
つ
い
て
議
場
に
諮
っ

た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ
た
。

第�

5
号
議
案
　
借
入
金
最
高
限
度
額

承
認
に
関
す
る
件

　

三
國
経
理
部
長
よ
り
、
災
害
等
が

生
じ
た
時
の
借
入
限
度
額
は
５
，

０
０
０
万
円
と
し
、
借
入
先
は
北
越

銀
行
新
潟
支
店
と
す
る
旨
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

議
長
よ
り
、
第
5
号
議
案
に
つ
い

て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ

た
。

（
議
長　

保
倉
由
美
子
）

第�

6
号
議
案
　
役
員
選
任
に
関
す
る

件

　

議
長
は
本
組
合
の
理
事
・
監
事
の

全
員
が
平
成
30
年
5
月
11
日
を
も
っ

て
任
期
満
了
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
役
員
選
任
を
行
う
必
要
が
あ
る
旨

を
説
明
し
、次
に
掲
げ
る
理
事
19
人
、

監
事
2
人
を
議
場
に
諮
っ
た
と
こ

ろ
、
全
員
異
議
な
く
満
場
一
致
で
選

任
し
た
。　
　

理
　
　
事

　
　

�

竹
内
聖
二
、
長
尾
紀
次
、
三
國

克
明
、
丸
山
則
夫
、
河
越
昌
之
、

品
田
章
雄
、
星
ミ
ヨ
シ
、
櫻
井

誠
司
、
秋
野
敦
子
、
中
林
淳
子
、

鈴
木
美
佐
枝
、
田
村
弥
仟
子
、

近　

寅
夫
、
飛
田
野
久
男
、
大

湊
大
介
、
岡　

美
樹
、
野
澤
り

え
、
市
村
浩
徳
、
室
橋
鉄
也

監
　
　
事

　
　

�

寺
本
和
子
、
光
美
恵
子

　

な
お
、
被
選
任
者
は
直
ち
に
就
任

す
る
こ
と
を
承
諾
し
た
。

　

長
尾
総
務
部
長
よ
り
、
先
程
の
理

開 

催

第
38
回	

通

常

総

会

第
35
回	

通
常
総
代
会



美　容　に　い　が　た （昭和43年7月2日第三種郵便物認可）　第757号平成 30 年 6 月 20 日 （2）組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　日本初の頭専門の揉みほぐし店として、2008年京都で創業された「悟空のきもち」が
今、超人気だそうです。現在は、京都の本店、大阪の心斎橋店、東京の原宿店、銀座店
とあるそうですが、口コミでの人気によって、全店 3か月満席状態に加え、キャンセル
待ち数は、全店計291,639人（2018年 6 月14日現在）にも達しているそうです。ほとん
どの人を10分程度で、一気に「絶頂睡眠」に導く手技は、高く評価されているそうで、
現代社会のストレス過多によって、慢性的な脳疲労状態になり、頭痛や肩こり、眼精疲
労、不眠など多くの悩みを抱えている人が急増している中で、その悩みに対して、しっ
かりとした品質のサービスが提供されている結果からによるものだそうです。
もともと美容室も、リラクゼーションメニューに取り組むお店も多いですが、やはりヘ
アスタイルの提案や白髪、くせ毛など髪の悩みに対して取り組む比重の方が大きいと思
います。ただ、それらの技術も10分カットやカラー専門店など超合理的な競合の出現に
よって、価格も含めて熾烈な競争状態になっていて、そちらの競争では、低価格も含め
て、お客様の表層の希望にしか答えられていないのでは?本当のお客様の気持ちやご満
足までには、到達していないのでは?と考えさせられる様な現象と感じてしまいます。
もともと美容室は、髪と頭のお手入れをする業種であり、専門家です。ならば、美容室
でのリラクゼーションメニューは、ストレス解放の手技はもちろん、お悩みを引出す会
話、専門知識の提供、心を解放つ人間力ある接客など、美容師本来の総合力が発揮でき
る仕事ですから、いま一度、スパ&トリートメントへの思いを見つめ直しましょう。質
の向上に、取り組んで行きましょう。そして、話題のお店以上に、身近なサロンとし
て、お客様にそれらを体感して頂き、心底満足して頂きましょう。真の生産性の向上の
為、そして今後のサロン経営にとっての重要な課題として取り組む時だと思います。

■ 悟空のきもち

株式会社  野田 http://www.noda-salon.com

功寿賞受賞者の皆さん

功寿賞表彰式

井村トモ子様（新 潟 西）

木村　妙子様（新 潟 西）

小林　裕佶様（新 潟 西）

中山　文子様（新 潟 西）

樋口克比古様（新 潟 西）

宮島ヤス子様（新 潟 西）

塚田　和代様（新 潟 東）

鍋井イエ子様（新 潟 東）

山口　靜子様（新 潟 東）

池田美惠子様（佐 渡）

檜田　愛子様（佐 渡）

小出ミヤ子様（西 蒲 原）

小林　恵子様（西 蒲 原）

更科　延子様（西 蒲 原）

本間冨美子様（西 蒲 原）

五十田クミ子様（中 東）

苅部　澄子様（中 東）

佐藤　八重様（中 東）

金澤　弘子様（十 日 町）

髙橋　安子様（十 日 町）

小倉　宮子様（南 魚 沼）

上村まさい様（南 魚 沼）

阿部　和子様（柏 崎）

大塚　雅子様（柏 崎）

押見　幸子様（柏 崎）

横山八重子様（柏 崎）

佐々木英子様（高 田 新 井）

瀧田志津子様（高 田 新 井）

保坂サヨ子様（高 田 新 井）

宮下　礼子様（高 田 新 井）

渡辺ツタ子様（高 田 新 井）

髙橋　明美様（東 頸 城）

丸田貴美子様（東 頸 城）

荒川サトミ様（糸 魚 川）

竹内　光子様（中 東）

遠藤　信子様（新発田北蒲）

齋藤ミサ子様（新発田北蒲）

白勢　イミ様（新発田北蒲）

髙橋　弘子様（新発田北蒲）

外山ヨシイ様（新発田北蒲）

秦　　幸子様（新発田北蒲）

小野　吉子様（村 上）

鈴木キヨイ様（村 上）

遠山惠久子様（村 上）

髙橋　久子様（見 附）

田中美栄子様（長 岡）

星野　　明様（小 千 谷）

榎本トシエ様（小 出）

滝沢スミイ様（小 出）

中林　静子様（小 出）

星　　静枝様（小 出）

雪野アヤ子様（小 出）

　

５
月
14
日
の
総
代
会
に
お
い
て
、
長
年
組
合
員

と
し
て
組
合
運
営
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
方
々
へ

の
功
寿
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
52
名
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
事
と
な

り
、
表
彰
式
に
は
22
名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
以
下
の
通
り
で
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
健
勝
で

ご
活
躍
下
さ
い
。

事
会
に
お
い
て
次
の
者
が
理
事
長
、

副
理
事
長
、
常
任
理
事
に
選
ば
れ
た

こ
と
を
報
告
し
、
新
理
事
長
よ
り
就

任
の
挨
拶
が
さ
れ
た
。

　

理
事
長　
　

竹
内
聖
二

　

副
理
事
長　

長
尾
紀
次

�

（
総
務
部
長
）

　

常
任
理
事　

　
　

�

三
國
克
明
（
経
理
部
長
）、丸
山

則
夫
（
事
業
部
長
）、河
越
昌
之

（
組
織
部
長
）、
品
田
章
雄
（
教

育
部
長
）、星
ミ
ヨ
シ
（
厚
生
部

長
）、
櫻
井
誠
司
（
広
報
部
長
）

第�

7
号
議
案
　
役
員
給
与
に
関
す
る

件

　

三
國
経
理
部
長
よ
り
、理
事
19
名
、

監
事
2
名
の
年
額
１
，
１
２
３
，

２
０
０
円
に
つ
い
て
説
明
。

　

議
長
よ
り
、
第
7
号
議
案
に
つ
い

て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
承
認
さ
れ

た
。

第�

8
号
議
案
　
振
興
計
画
の
変
更
認

定
申
請
に
関
す
る
件

　

長
尾
総
務
部
長
よ
り
、
振
興
指
針

の
一
部
改
正
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け

る
振
興
計
画
の
変
更
認
定
申
請
に
つ

い
て
は
、
理
事
会
に
一
任
願
い
た
い

旨
説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
長
よ
り
、
第
8
号
議
案
に
つ
い

て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
異
議
な
く

承
認
さ
れ
た
。

第�

9
号
議
案
　
そ
の
他

　

議
長
よ
り
、
執
行
部
か
ら
の
提
案

が
無
い
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
長
尾
総

務
部
長
よ
り
特
に
無
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
の
で
、
議
場
よ
り
質
問
を
受

け
る
。

（
櫻
井
理
事
）

　

質
問
で
は
な
い
が
、
昨
日
自
店
に

て
施
術
が
終
わ
り
帰
ら
れ
る
際
に

「
カ
ラ
ー
で
Ｙ
シ
ャ
ツ
を
汚
さ
れ
た

か
ら
現
金
を
払
え
」
と
言
わ
れ
、「
弁

償
す
る
の
で
お
名
前
、
連
絡
先
を
教

え
て
ほ
し
い
」
と
返
答
す
る
と
「
東

京
か
ら
来
て
お
り
時
間
が
な
い
。」と

施
術
料
金
を
払
わ
ず
に
帰
ら
れ
た
。

警
察
に
届
け
た
と
こ
ろ
、
三
条
で
も

同
様
の
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
を
聞

き
、
引
き
続
き
同
様
の
事
態
が
生
じ

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
被
害
に
合
わ

な
い
よ
う
お
知
ら
せ
し
た
。
万
が
一

そ
の
よ
う
な
事
が
起
こ
っ
た
場
合
に

は
、
絶
対
に
支
払
わ
な
い
こ
と
を
徹

底
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
情
報
は
共

有
し
て
被
害
防
止
に
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

（
中
東
支
部　

大
内
総
代
）

　

全
国
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
計
画

の
詳
細
が
示
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
た

が
、
も
う
少
し
説
明
を
お
願
い
し
た

い
。

（
竹
内
理
事
長
）

　

ま
だ
確
定
で
き
な
い
点
が
多
々
あ

り
、
ハ
ッ
キ
リ
と
示
せ
な
い
こ
と
が

多
い
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

こ
の
他
に
な
く
、
第
9
号
議
案
を

終
了
し
た
。

　

以
上
を
も
っ
て
本
総
代
会
の
議
案

全
部
を
終
了
し
た
の
で
、
議
長
は
閉

会
を
宣
し
た
。

　

書
記
解
任
及
び
議
長
団
解
任
を
宣

し
、
議
長
団
よ
り
解
任
の
挨
拶
。

　

引
き
続
き
、
退
任
役
員
表
彰
式
に

入
り
、
司
会
の
櫻
井
理
事
よ
り
10
名

が
発
表
さ
れ
、
表
彰
状
並
び
に
記
念

品
を
贈
呈
し
、
退
任
役
員
を
代
表
し

て
丸
山
邦
夫
理
事
よ
り
挨
拶
が
さ
れ

た
。

　

長
尾
副
理
事
長
よ
り
閉
会
の
挨

拶
、
時
に
14
時
10
分

退任役員表彰式



（昭和43年7月2日第三種郵便物認可）　第757号美　容　に　い　が　た平成 30 年 6 月 20 日（3） 組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
本
人
で
試
験
研

修
セ
ン
タ
ー
に
受

講
の
申
込
手
続
き

を
し
て
下
さ
い
。

管理美容師資格認定講習会 受講希望者の方へ
管理美容師資格認定講習会の希望者を組合員枠内で先着順で受付します。

8
月
4
日
以
降
試

験
研
修
セ
ン
タ
ー

よ
り
「
受
講
申
込

書
類
」
が
店
舗
宛

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

受
講
希
望
者
は
支

部
長
に
申
し
出
て
、

送
付
依
頼
書
用
紙

を
受
け
取
り
、
記

入
後
支
部
長
へ
提

出
し
て
下
さ
い
。

免
許
登
録
か
ら
8

月
27
日
ま
で
に
本

国
内
で
3
年
以
上

美
容
の
業
務
歴
が

あ
る
場
合

平成30年度　管理美容師資格認定講習会
講習日程／平成30年10月 1 日㈪・2日㈫・15日㈪
講習時間／ 9：30〜16：30
講習会場／長岡商工会議所　長岡市坂之上町 2 - 1 - 1
支部受付／ 7月11日㈬まで　受講希望者は各支部へお申し込み下さい。

管理美容師資格認定講習会受講料変更のお知らせ
変更前　1万8千円 変更後　1万6千円



美　容　に　い　が　た （昭和43年7月2日第三種郵便物認可）　第757号平成 30 年 6 月 20 日 （4）

償還期限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償還期限 基準利率 特別利率A 特別利率C
5年以内

1.16〜1.76 0.76〜1.36 0.30〜0.86
1.11

12年超 13年以内 1.19〜1.79 0.79〜1.39 0.30〜0.89
5年超　6年以内 13年超 14年以内 1.22〜1.82 0.82〜1.42 0.32〜0.92
6年超　7年以内 14年超 15年以内 1.24〜1.84 0.84〜1.44 0.34〜0.94
7年超　8年以内 15年超 16年以内

1.35〜1.95 0.95〜1.55 0.45〜1.058年超　9年以内 16年超 17年以内
9年超  10年以内 17年超 18年以内
10年超 11年以内 18年超 19年以内

1.45〜2.05 1.05〜1.65 0.55〜1.15
11年超 12年以内 19年超 20年以内

区 分 適用施設設備等
基準利率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7年以内）
特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成 30年 6月 13 日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％
「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
（2）白色申告者の場合は「白色申告書」　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

原則として、保証人は不要です。
上記の金利は、「担保を提供する融資を希望される方」に適用されます。審査によって金利が決定します。
「担保を不要とする融資を希望される方」は上記の金利に 0.3％以上上乗せになります。

共済・保険の請求先のご案内
①�共済会給付金申請（請求期限は事由
発生から 6ヶ月以内）
　　支部長へご連絡下さい
②�総合福祉共済給付金申請（請求期限
は事由発生から 1年以内）
　　�総合福祉共済ご加入者の方は組合
へご連絡下さい

③�賠償責任保険請求
　　支部長へご連絡下さい

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 2 140,000
4. 配偶者死亡弔慰金 1 30,000
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 3 60,000
6. 慰労金 1 80,000
7. 退職慰労金 0 0

計 7 310,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から 6 ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 対象者
還暦祝金 昭和33年 7 月生まれ
古希祝金 昭和23年 7 月生まれ
銀婚祝金 平成 4年 8月〜平成 5年 7月結婚
金婚祝金 昭和42年 8 月〜昭和43年 7 月結婚
※�結婚・出産などの祝金、入院等の見舞金・人間
ドック補助金はその都度ご請求ください。

※�給付金を請求される際は、手続がスムーズに行
えるよう記入漏れ・印鑑の押し忘れ・書類の添
付忘れがないかもう一度ご確認ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 0 0
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 2 40,000
4. 結婚祝金 0 0
5. 第1子誕生祝金 1 20,000
6. 子供誕生祝金 1 20,000
7. 銀婚祝金（入籍後25年） 0 0
8. 金婚祝金（入籍後50年） 0 0
9. 還暦祝金（満60歳） 2 20,000
10. 古希祝金（満70歳） 4 40,000
11. 長寿祝金 0 0
12. 人間ドック補助金 13 116,120

計 23 256,120

平成30年度　各種給付状況（ 5月）

●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から 1 年以内） 総合福祉共済 7 月の特別給付金対象者

平成29年 7 月 1 日以前加入の方が該当です。
事由発生日以前の請求は出来ませんのでご注意ください。

総合福祉共済 7 月の振替日
ゆうちょ銀行以外の金融機関………… 7月23日㈪
ゆうちょ銀行…………………………… 7月27日㈮
※口座へのご入金は前営業日までにお願い致します。

全美連 第20回作文コンテスト募集要綱
美容にかける、あなたの夢を文章に……

【募集テーマ】	 �・美容業界に必要なのは「AI」なのか「愛」なのか

	 ・美容師の社会的使命！

	 ・個人と組織

【入賞者・賞金】
　　　最優秀賞１名……厚生労働大臣賞・賞金１０万円
　　　優秀賞 2 名……賞金 ５ 万円
　　　入選若干名……賞金 2 万円（商品券）
　　　※�最優秀賞・優秀賞の方は全国大会へのご招待
　　　　（平成30年10月23日：新潟県・朱鷺メッセ）

【審査委員及び審査】　学識経験者等による厳正な審査

【原稿枚数】　４００字詰め原稿用紙 ４ 枚より ７ 枚まで（パソコン・ワープロ原稿可）
　　　　　　※�パソコン・ワープロの場合は1600字より2800字までです。書式設定は問いま

せん。

【応募資格】　組合員、またはその従業員（従業員は美容師に限る・年齢不問）

【提出作文の著作権】　‌�全日本美容業生活衛生同業組合連合会に帰属し、他に転
載等することを禁ずる

　　　　　　　　　　※�最優秀賞・優秀賞作品及び審査会が「全美連の組織の
運営上、特に『ZENBI』読者に紹介したい」とした作
品は「ZENBI」誌上で発表

【応募先】	 〒１５１—００５３　東京都渋谷区代々木１−５６−４　美容会館 ７ 階
	 全美連・作文コンテスト係
	 �作文には「郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電話番号、

美容室名、組合員・従業員の別」を明記
※�ご記入いただいた個人情報については、作文コンテストの結果通知に使用し、作品提出

者の同意を得ず第三者に対して提供はしない。作文は返却しない。

【応募締切日】　平成30年 8 月13日（月）　消印有効

事業部からのお知らせ
ZENBIは全美連（厚生労働大臣認可）の
オフィシャルマガジンです
○サロンの経営講座を判りやすく解説
○世界各地より発信の海外ヘア情報
○連合会の各種事業や組織活動　○お客様との会話、話題情報
○各県の行事、事業の紹介　○美容師試験、最新情報
　年間購読料　￥3,570（送料・消費税込み）

お申込みは　組合事務局へ　025-223-0991サロンに1冊


